
運用報告書（全体版）
第₁₅期

（決算日 ₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・ダイナミック・インド株
ファンド」は、このたび、第₁₅期の決算を行
ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<4777>

ダイワ・ダイナミック・
インド株ファンド

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ・インド株アクティブ・マ
ザーファンドの受益証券

ダイワ・インド株
ア ク テ ィ ブ・
マザーファンド

インドの金融商品取引所上場株式
および店頭登録株式（上場予定お
よび店頭登録予定を含みます。）

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、インドの株式（※）の中から、インド
経済の発展に関連するインドの企業に投資すること
により、信託財産の中長期的な成長をめざして運用
を行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意しながら投資
することを基本とします。
　イ ．主にインド経済の発展に必要な設備やエネル

ギー供給体制等の構築、整備、運営事業および
人口増加や所得水準の向上に伴う消費の拡大に
関連すると判断される銘柄の中からボトムアッ
プアプローチにより銘柄を選定します。

　ロ．時価総額や流動性等を勘案します。
　ハ ．個別企業のファンダメンタルズ、成長性、株

価バリュエーション等を総合的に勘案し、ポー
トフォリオを構築します。

③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセッ
ト・マネジメント（シンガポール）リミテッドに運
用の指図にかかる権限の一部を委託します。ダイワ・
アセット・マネジメント（シンガポール）リミテッ
ドは、当該外貨建資産の運用について、SBI Funds 
Management Private Limited の助言を受けます。
④株式（※）の組入比率は、通常の状態で信託財産
の純資産総額の80％程度以上に維持することを基本
とします。
⑤保有外貨建資産の為替変動リスクを回避するため
の為替ヘッジは原則として行ないません。
　（※ ）株式…ＤＲ（預託証券）を含みます。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マ ザ ー フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等とし、原則として、基準価額の
水準等を勘案して分配金額を決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミ
リーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド
（当ファンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に
投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。

東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /



ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■最近 ₅期の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　式
組　入
比　率

株　式
先　物
比　率

純資産
総　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

11期末（2013年 ₆ 月17日） ₄, ₈₂₇ ₀ △ ₁. ₁ ₅, ₄₉₁ ₅. ₃ ₉₃. ₃ ₃. ₂ ₁₃, ₇₈₅ 
12期末（2013年12月16日） ₄, ₇₉₃ ₀ △ ₀. ₇ ₅, ₉₄₃ ₈. ₂ ₉₃. ₁ ₄. ₀ ₁₂, ₆₇₁ 
13期末（2014年 ₆ 月16日） ₆, ₃₅₁ ₀ ₃₂. ₅ ₇, ₃₅₃ ₂₃. ₇ ₉₂. ₄ ₃. ₈ ₁₆, ₁₆₈ 
14期末（2014年12月16日） ₇, ₂₄₄ ₀ ₁₄. ₁ ₈, ₅₅₁ ₁₆. ₃ ₉₅. ₇ ₂. ₃ ₁₇, ₂₆₁ 
15期末（2015年 ₆ 月16日） ₇, ₁₈₄  ₀  △ ₀. ₈  ₈, ₇₈₄  ₂. ₇  ₉₃. ₅  ₃. ₄  ₁₈, ₃₅₃ 

（注 ₁ ） ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc.の承諾を得て、ＭＳＣ I インド指数（配当込み、インド・ルピーベース）をも
とに円換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩインド指数は、ＭＳＣＩ Inc.が開発した株価
指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。またＭＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更す
る権利および公表を停止する権利を有しています。

（注 ₂ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当期中の基準価額と市況の推移
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₇, ₂₄₄円　期末：₇, ₁₈₄円　騰落率：△₀. ₈％
【基準価額の主な変動要因】

インドの企業の株式を高位に組入れた結果、円安インド・ルピー高はプラスに寄与しましたが、株式市況の下落や信託報
酬等がマイナスとなり、基準価額は小幅に値下がりしました。
◆投資環境について
○インド株式市況

インド株式市況は、小幅下落となりました。
インド株式市況は、期首より、原油価格の急落やギリシャのユーロ離脱問題などを受け上値の重い展開となりました

が、₂₀₁₅年 ₁ 月から ₄ 月中旬にかけては、ＲＢＩ（インド準備銀行）が利下げを行ない金融緩和姿勢に転じたこと、政府
がＧＤＰ（国内総生産）成長率の上方修正と加速見通しを発表したこと、格付会社がインドの格付け見通しを引上げたこ
となどから、高値圏での推移となりました。しかし ₄ 月中旬以降は、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算が市場予想を下回る企業が多
かったこと、外国人投資家に対する課税強化への懸念が高まったこと、モンスーン期の降雨量が例年を下回り食品価格が
上昇する懸念とそれによる利下げ期待の後退、米国の利上げへの警戒感などから、期末にかけて下落基調となりました。

年　　月　　日
基　準　価　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率

騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％ ％ ％

（期首）₂₀₁₄年₁₂月₁₆日 ₇, ₂₄₄ ― ₈, ₅₅₁ ― ₉₅. ₇ ₂. ₃ ―
₁₂月末 ₇, ₄₁₀ ₂. ₃ ₈, ₇₄₇ ₂. ₃ ₉₆. ₁ ₂. ₃ ―

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₇, ₉₃₅ ₉. ₅ ₉, ₅₅₅ ₁₁. ₇ ₉₅. ₉ ₂. ₃ ―
₂ 月末 ₇, ₇₄₇ ₆. ₉ ₉, ₅₅₂ ₁₁. ₇ ₉₅. ₀ ₂. ₃ ―
₃ 月末 ₇, ₅₉₅ ₄. ₈ ₉, ₃₂₉ ₉. ₁ ₉₄. ₀ ₃. ₅ ₀. ₁
₄ 月末 ₇, ₂₁₄ △ ₀. ₄ ₈, ₇₂₂ ₂. ₀ ₉₄. ₆ ₃. ₄ ―
₅ 月末 ₇, ₅₀₃ ₃. ₆ ₉, ₁₄₀ ₆. ₉ ₉₄. ₉ ₃. ₄ ―

（期末）₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日 ₇, ₁₈₄ △ ₀. ₈ ₈, ₇₈₄ ₂. ₇ ₉₃. ₅ ₃. ₄ ―
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

○為替相場
インド・ルピーは円に対して上昇しました。

期首から₂₀₁₅年 ₃ 月中旬にかけての対円為替相場は、海外投資家からの資金流入や政府が成長重視の予算案を発表した
ことなどによりルピー高となりました。その後は、予想を下回る企業業績や外国人投資家に対する課税強化への懸念から
ルピーは下落基調となったものの、米国の利上げ観測の高まりを背景に円安米ドル高が大幅に進行したことなどから対円
では上昇基調となり、高値圏で期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
「ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないます。
○ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

主に、インド経済の発展に必要なインフラ（社会基盤）投資と消費の拡大に関連すると判断される銘柄の中から、株
価動向を踏まえ、財務内容が良好で安定的な利益成長が見込まれる企業を中心に組入れてまいります。業種では、
ディーゼル価格の自由化や天然ガス価格の引上げの恩恵が期待されるエネルギーセクター、インフラ投資拡大の恩恵が
見込まれる素材セクターや資本財・サービスセクター、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業種拡大が見込まれる
一般消費財・サービスセクター、生活必需品セクター、金融セクターなどに注目していきます。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないました。
○ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

当ファンドでは、主にインフラ投資と消費拡大に注目し、インド経済の長期的な成長の恩恵を享受することをめざして
運用を行ないました。業種では、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業績拡大が見込まれる一般消費財・サービスセ
クター、今後のインフラ投資拡大の恩恵が見込まれる資本財・サービスセクターなどの組入比率を引上げました。個別銘
柄では、景気回復に伴い不良債権の減少や堅調な貸出残高成長が見込まれる STATE BANK OF INDIA（金融）、景気回
復や新商品の投入を原動力に販売台数の回復が見込まれる MAHINDRA & MAHINDRA LTD（一般消費財・サービ
ス）、国内商用車市場の回復に加え中国など海外市場での販売増加が期待される TATA MOTORS LTD（一般消費財・
サービス）などを買い付けました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はインド市場の動向を表す代表的な

指数として掲載しております。

（％）
3. 0
2. 5
2. 0
1. 5
1. 0
0. 5
0. 0
-0. 5
-1. 0
-1. 5

当　期
（2014. 12. 16～2015. 6. 16）

基準価額
ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

◆分配金について
当期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ ₁万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₄年₁₂月₁₇日
～₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ―
対 基 準 価 額 比 率 （％） ―
当 期 の 収 益 （円） ―
当 期 の 収 益 以 外 （円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₂₃₀
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。  
     

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないます。
○ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

主に、インド経済の発展に必要なインフラ投資と消費の拡大に関連すると判断される銘柄の中から、株価動向を踏まえ、
財務内容が良好で安定的な利益成長が見込まれる企業を中心に組入れてまいります。業種では、堅調な精製マージンが見込
まれるエネルギーセクターに注目しています。また、都市部を中心に消費需要の拡大が継続すると予想されることから、一
般消費財・サービスセクターにも注目しています。
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■ ₁万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₂. ₁₇～₂₀₁₅. ₆. ₁₆）
金　額 比　率

信託報酬  ₆₈円 ₀. ₉₀₅％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は₇, ₅₇₁円です。

（投信会社）  （₃₃）  （₀. ₄₃₁） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₃₃）  （₀. ₄₃₁） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃）  （₀. ₀₄₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₁₄   ₀. ₁₈₅   売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式）  （₁₄）  （₀. ₁₈₀） 
（先物）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 

有価証券取引税  ₅   ₀. ₀₆₈   有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式）  （₅）  （₀. ₀₆₈） 
その他費用  ₃   ₀. ₀₄₅   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （₃）  （₀. ₀₄₂） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₃） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₉₁   ₁. ₂₀₂  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日から₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダイワ・インド株
ア ク テ ィ ブ・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₂, ₄₁₂, ₅₇₃ ₂, ₀₇₀, ₀₀₀ ₁, ₀₆₉, ₁₅₇  ₉₁₁, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日から₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日まで）

項 目 当 期
ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₁₁, ₃₆₅, ₈₄₈千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₁₇, ₆₂₀, ₁₂₈千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₀. ₆₄ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

 

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ ・ イ ン ド 株
アクティブ・マザーファンド ₂₁, ₂₁₂, ₈₅₁ ₂₂, ₅₅₆, ₂₆₇ ₁₈, ₃₂₀, ₂₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド ₁₈, ₃₂₀, ₂₀₀ ₉₈. ₇ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₃₄, ₄₇₁ ₁. ₃ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₈, ₅₅₄, ₆₇₁ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₆ 月₁₆日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₃. ₄₄円、₁インド・ルピー＝₁. ₉₄円です。

（注 ₃ ） ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンドにおいて、当期末における
外貨建純資産（₁₈, ₁₉₈, ₀₈₇千円）の投資信託財産総額（₁₈, ₅₇₁, ₇₅₃千円）
に対する比率は、₉₈. ₀% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 ₁₈， ₅₅4， ₆7₁， ₅74円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₂₃₄, ₄₇₁, ₃₂₈  
ダ イ ワ ・ イ ン ド 株 ア ク テ ィ ブ・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₁₈, ₃₂₀, ₂₀₀, ₂₄₆  

（Ｂ）負 債 ₂₀₁， ₂₁7， 9₆4  
未 払 解 約 金 ₃₃, ₄₅₂, ₁₇₀  
未 払 信 託 報 酬 ₁₆₇, ₂₆₈, ₀₆₂  
そ の 他 未 払 費 用 ₄₉₇, ₇₃₂  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₁₈， ₃₅₃， 4₅₃， ₆₁₀  
元 本 ₂₅, ₅₄₆, ₉₅₇, ₂₈₈  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₇, ₁₉₃, ₅₀₃, ₆₇₈  

（Ｄ）受益権総口数 ₂₅， ₅4₆， 9₅7， ₂₈₈口
₁ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7， ₁₈4円

＊ 期首における元本額は₂₃, ₈₂₇, ₇₃₈, ₁₈₅円、当期中における追加設定元本額は
₄, ₂₉₂, ₂₀₁, ₃₇₆円、同解約元本額は₂, ₅₇₂, ₉₈₂, ₂₇₃円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₇, ₁₈₄円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₇, ₁₉₃, ₅₀₃, ₆₇₈円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年₁₂月₁₇日　至₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 4₁， 7₈₁円

受 取 利 息 ₄₁, ₇₈₁
（Ｂ）有価証券売買損益 △ ₁4₀， ₁₂4， ₅₃₅

売 買 益 ₄₇, ₁₇₄, ₄₁₅
売 買 損 △ ₁₈₇, ₂₉₈, ₉₅₀

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ ₁₆7， 7₆₅， 794
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ ₃₀7， ₈4₈， ₅4₈
（Ｅ）前期繰越損益金 △ ₁， ₂₆₅， ₅₆9， ₃₈4
（Ｆ）追加信託差損益金 △ ₅， ₆₂₀， ₀₈₅， 74₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₂₀₆, ₈₇₄, ₁₀₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₅, ₈₂₆, ₉₅₉, ₈₄₇）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △ 7， ₁9₃， ₅₀₃， ₆7₈
次期繰越損益金（Ｇ） △ 7， ₁9₃， ₅₀₃， ₆7₈
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₅, ₆₂₀, ₀₈₅, ₇₄₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₂₀₆, ₈₇₄, ₁₀₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₅, ₈₂₆, ₉₅₉, ₈₄₇）
分 配 準 備 積 立 金 ₃₈₂, ₈₈₀, ₁₅₁
繰 越 損 益 金 △ ₁, ₉₅₆, ₂₉₈, ₀₈₃

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。
（注 ₄ ） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を

委託するために要する費用：₄₆, ₀₂₈, ₁₃₀円（未監査）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益  ₀円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₂₀₆, ₈₇₄, ₁₀₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₈₂, ₈₈₀, ₁₅₁
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₈₉, ₇₅₄, ₂₅₂
（ｆ）分 配 金  ₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₅₈₉, ₇₅₄, ₂₅₂
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₂₅, ₅₄₆, ₉₅₇, ₂₈₈口

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

《訂正のお知らせ》
　　作成対象期間の末日が₂₀₁₄年₁₂月₁₆日の交付運用報告書および運用報告書（全体版）につきまして、「 ₁ 万口当りの費用の明細」の

表の「項目の概要」における次の記載にて下線部が不要でした。お詫び申し上げますとともに、下線部を除いてお読み替えくださいま
すようお願い申し上げます。

　
　　「期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₆, ₇₈₄円です。」
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

運用報告書　第₁₅期　（決算日　₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日）

（計算期間　₂₀₁₄年₁₂月₁₇日～₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日）

　ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンドの第₁₅期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 インドの金融商品取引所上場株式および店頭登録株式（上場予定および店頭登録予定を含みま
す。）

運 用 方 法

①主として、インドの株式（※）の中から、インド経済の発展に関連するインドの企業に投資
することにより、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意しながら投資することを基本とします。
　イ ．主にインド経済の発展に必要な設備やエネルギー供給体制等の構築、整備、運営事業お

よび人口増加や所得水準の向上に伴う消費の拡大に関連すると判断される銘柄の中からボ
トムアップアプローチにより銘柄を選定します。

　ロ．時価総額や流動性等を勘案します。
　ハ ．個別企業のファンダメンタルズ、成長性、株価バリュエーション等を総合的に勘案し、

ポートフォリオを構築します。
③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセット・マネジメント（シンガポール）リミテ
ッドに運用の指図にかかる権限の一部を委託します。ダイワ・アセット・マネジメント（シン
ガポール）リミテッドは、当該外貨建資産の運用について、SBI Funds Management Private 
Limited の助言を受けます。
④株式（※）の組入比率は、通常の状態で信託財産の純資産総額の80％程度以上に維持するこ
とを基本とします。
⑤保有外貨建資産の為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
　（※ ）株式…ＤＲ（預託証券）を含みます。

株式組入制限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /

7



ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₈, ₁₁₇円　期末：₈, ₁₂₂円　騰落率：₀. ₁％
【基準価額の主な変動要因】

インドの企業の株式を高位に組入れた結果、株式市況の下落がマイ
ナスとなりましたが、円安インド・ルピー高の影響がプラスに寄与
し、基準価額は小幅に値上がりしました。
◆投資環境について
○インド株式市況

インド株式市況は、小幅下落となりました。
インド株式市況は、期首より、原油価格の急落やギリシャのユー

■当期中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基　準　価　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　式
組　入
比　率

株　式
先　物
比　率

公社債
組　入
比　率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年₁₂月₁₆日 ₈, ₁₁₇ ― ₈, ₅₅₇ ― ₉₅. ₉ ₂. ₃ ―

₁₂月末 ₈, ₃₀₉ ₂. ₄ ₈, ₇₅₄ ₂. ₃ ₉₆. ₂ ₂. ₃ ―
₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₈, ₉₁₄ ₉. ₈ ₉, ₅₆₂ ₁₁. ₇ ₉₆. ₁ ₂. ₃ ―

₂ 月末 ₈, ₇₁₅ ₇. ₄ ₉, ₅₅₉ ₁₁. ₇ ₉₅. ₂ ₂. ₃ ―
₃ 月末 ₈, ₅₅₇ ₅. ₄ ₉, ₃₃₆ ₉. ₁ ₉₄. ₁ ₃. ₅ ₀. ₁
₄ 月末 ₈, ₁₃₇ ₀. ₂ ₈, ₇₂₈ ₂. ₀ ₉₄. ₈ ₃. ₄ ―
₅ 月末 ₈, ₄₇₆ ₄. ₄ ₉, ₁₄₇ ₆. ₉ ₉₅. ₀ ₃. ₄ ―

（期末）₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日 ₈, ₁₂₂ ₀. ₁ ₈, ₇₉₀ ₂. ₇ ₉₃. ₆ ₃. ₄ ―
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc.の承諾を得て、

ＭＳＣＩインド指数（配当込み、インド・ルピーベース）をもとに円換算
し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。Ｍ
ＳＣＩインド指数は、ＭＳＣＩ Inc.が開発した株価指数で、同指数に対す
る著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。ま
たＭＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権
利を有しています。

（注 ₃ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 ₅ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。

ロ離脱問題などを受け上値の重い展開となりましたが、₂₀₁₅年 ₁ 月
から ₄ 月中旬にかけては、ＲＢＩ（インド準備銀行）が利下げを行
ない金融緩和姿勢に転じたこと、政府がＧＤＰ（国内総生産）成長
率の上方修正と加速見通しを発表したこと、格付会社がインドの格
付け見通しを引上げたことなどから、高値圏での推移となりまし
た。しかし ₄ 月中旬以降は、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算が市場予想を下
回る企業が多かったこと、外国人投資家に対する課税強化への懸念
が高まったこと、モンスーン期の降雨量が例年を下回り食品価格が
上昇する懸念とそれによる利下げ期待の後退、米国の利上げへの警
戒感などから、期末にかけて下落基調となりました。

○為替相場
インド・ルピーは円に対して上昇しました。

期首から₂₀₁₅年 ₃ 月中旬にかけての対円為替相場は、海外投資家
からの資金流入や政府が成長重視の予算案を発表したことなどによ
りルピー高となりました。その後は、予想を下回る企業業績や外国
人投資家に対する課税強化への懸念からルピーは下落基調となった
ものの、米国の利上げ観測の高まりを背景に円安米ドル高が大幅に
進行したことなどから対円では上昇基調となり、高値圏で期末を迎
えました。

◆前期における「今後の運用方針」
主に、インド経済の発展に必要なインフラ（社会基盤）投資と消

費の拡大に関連すると判断される銘柄の中から、株価動向を踏ま
え、財務内容が良好で安定的な利益成長が見込まれる企業を中心に
組入れてまいります。業種では、ディーゼル価格の自由化や天然ガ
ス価格の引上げの恩恵が期待されるエネルギーセクター、インフラ
投資拡大の恩恵が見込まれる素材セクターや資本財・サービスセク
ター、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業種拡大が見込まれ
る一般消費財・サービスセクター、生活必需品セクター、金融セク
ターなどに注目していきます。

◆ポートフォリオについて
当ファンドでは、主にインフラ投資と消費拡大に注目し、インド経

済の長期的な成長の恩恵を享受することをめざして運用を行ないまし
た。業種では、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業績拡大が見
込まれる一般消費財・サービスセクター、今後のインフラ投資拡大の
恩恵が見込まれる資本財・サービスセクターなどの組入比率を引上げ
ました。個別銘柄では、景気回復に伴い不良債権の減少や堅調な貸出
残高成長が見込まれる STATE BANK OF INDIA（金融）、景気回復
や新商品の投入を原動力に販売台数の回復が見込まれる MAHINDRA 
& MAHINDRA LTD（一般消費財・サービス）、国内商用車市場の回
復 に 加 え 中 国 な ど 海 外 市 場 で の 販 売 増 加 が 期 待 さ れ る TATA 
MOTORS LTD（一般消費財・サービス）などを買い付けました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け

ておりません。
当期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、「当期中の基

準価額と市況の推移」をご参照ください。参考指数はインド市場の動
向を表す代表的な指数として掲載しております。

《今後の運用方針》
　主に、インド経済の発展に必要なインフラ投資と消費の拡大に関連す
ると判断される銘柄の中から、株価動向を踏まえ、財務内容が良好で安
定的な利益成長が見込まれる企業を中心に組入れてまいります。業種で
は、堅調な精製マージンが見込まれるエネルギーセクターに注目してい
ます。また、都市部を中心に消費需要の拡大が継続すると予想されるこ
とから、一般消費財・サービスセクターにも注目しています。

9, 500

9, 000

8, 500

8, 000

7, 500

（円）

期　首
（2014. 12. 16）

期　末
（2015. 6. 16）

基準価額
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

■主要な売買銘柄
株　　　式

（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日から₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
STATE BANK OF INDIA（インド）  ₆₃₈. ₉ ₃₆₅, ₂₇₄ ₅₇₁  RELIANCE INDS-SPONS GDR ₁₄₄A（インド）  ₂₃₀. ₇₁₇ ₇₇₀, ₁₇₉ ₃, ₃₃₈ 
MAHINDRA & MAHINDRA LTD（インド）  ₁₁₇. ₈ ₂₈₀, ₈₁₅ ₂, ₃₈₃  ITC LTD（インド）  ₆₅₁. ₉ ₄₂₃, ₉₉₇ ₆₅₀ 
RELIANCE INDUSTRIES LTD（インド）  ₁₇₆. ₈ ₂₇₉, ₃₇₉ ₁, ₅₈₀  HOUSING DEVELOPMENT FINANCE（インド）  ₁₁₇ ₂₆₉, ₄₂₇ ₂, ₃₀₂ 
LARSEN & TOUBRO LTD（インド）  ₆₆. ₇ ₂₂₁, ₄₉₀ ₃, ₃₂₀  LARSEN & TOUBRO LTD（インド）  ₆₈. ₉ ₂₁₉, ₂₅₂ ₃, ₁₈₂ 
BAJAJ CORP LTD（インド）  ₂₅₉. ₆₆₅ ₂₁₉, ₈₅₈ ₈₄₆  NTPC LTD（インド）  ₇₉₂. ₉₆ ₂₁₃, ₂₂₄ ₂₆₈ 
ADLABS ENTERTAINMENT LTD（インド）  ₅₂₁. ₄₉₅ ₂₁₇, ₈₂₃ ₄₁₇  AIA ENGINEERING LTD（インド）  ₁₀₁. ₆ ₂₀₅, ₇₈₁ ₂, ₀₂₅ 
NATCO PHARMA LTD（インド）  ₆₉. ₀₀₈ ₂₁₁, ₅₇₉ ₃, ₀₆₆  HERO MOTOCORP LTD（インド）  ₄₀. ₆ ₁₉₀, ₆₅₁ ₄, ₆₉₅ 
EXIDE INDUSTRIES LTD（インド）  ₅₇₈. ₁ ₂₀₅, ₇₆₁ ₃₅₅  LUPIN LTD（インド）  ₅₁. ₉ ₁₇₄, ₁₁₅ ₃, ₃₅₄ 
TATA MOTORS LTD（インド）  ₁₈₉. ₄ ₂₀₅, ₆₈₄ ₁, ₀₈₅  OIL INDIA LTD（インド）  ₁₆₃. ₇₀₇ ₁₇₃, ₀₃₉ ₁, ₀₅₇ 
CESC LTD（インド）  ₁₇₉. ₁₄₂ ₁₉₇, ₅₄₃ ₁, ₁₀₂  SUN PHARMACEUTICAL INDUS（インド）  ₈₂. ₅ ₁₄₈, ₉₂₈ ₁, ₈₀₅ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■ ₁万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 16円
（株式） （ 15） 
（先物） （ 0） 

有価証券取引税 6  
（株式） （ 6） 

その他費用 4  
（保管費用） （ 4） 

合　　　　　　計 25  
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。 

（注 ₂ ）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

■売買および取引の状況
（₁）株　　　式

（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日から₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

外
　
　
国

百株 千アメリカ・ドル 百株 千アメリカ・ドル

アメリカ ₁, ₄₀₈ ₂, ₁₇₇ ₂, ₃₀₇. ₁₇ ₆, ₄₉₁ 
（ ―） （ ―） 

百株 千インド・ルピー 百株 千インド・ルピー

イ ン ド ₁₀₈, ₃₉₉. ₅₄ ₃, ₀₀₀, ₅₂₇ ₆₆, ₇₂₀. ₅₆ ₂, ₃₄₉, ₈₃₆ 
（ ₅, ₂₆₂. ₇） （ ₉, ₄₀₆） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

（₃）先物取引の種類別取引状況
（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日から₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日まで）

種　類　別 買　　 建 売　　 建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 ₃, ₄₃₉ ₃, ₁₈₅ ― ― 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

（₂）公　 社　 債
（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日から₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日まで）

買 付 額 売 付 額

外
国

千インド・ルピー 千インド・ルピー

イ ン ド 社 債 券 ― ₇, ₇₇₇ 
（ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 ₄ ）単位未満は切捨て。
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

■組入資産明細表
（₁）外 国 株 式

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

百株 百株 千アメリカ・ドル 千円 
（アメリカ）
ICICI BANK LTD-SPON ADR ₄, ₅₇₀ ₅, ₆₂₇ ₅, ₄₃₅ ₆₇₀, ₉₈₀ 金融
RELIANCE INDS-SPONS GDR ₁₄₄A ₅, ₀₅₅. ₉₃ ₃, ₀₉₉. ₇₆ ₈, ₆₁₇ ₁, ₀₆₃, ₇₂₃ エネルギー

アメリカ・ドル通貨計
株 　 数、 金 　 額 ₉, ₆₂₅. ₉₃ ₈, ₇₂₆. ₇₆ ₁₄, ₀₅₃ ₁, ₇₃₄, ₇₀₄ 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₂ 銘柄 ₂ 銘柄 ＜₉. ₅％＞
百株 百株 千インド・ルピー 千円 

（インド）
ADLABS ENTERTAINMENT LTD ― ₅, ₂₁₄. ₉₅ ₈₄, ₂₇₃ ₁₆₃, ₄₉₀ 一般消費財・サービス
SHARDA CROPCHEM LTD ― ₉₂₆. ₄₈ ₂₆, ₀₁₅ ₅₀, ₄₇₀ 素材
TV₁₈ BROADCAST LTD ― ₁₄, ₉₁₁. ₀₂ ₅₁, ₅₁₇ ₉₉, ₉₄₄ 一般消費財・サービス
CYIENT LTD ― ₂₉. ₇₅ ₁, ₅₉₇ ₃, ₀₉₈ 情報技術
NATIONAL BUILDINGS CONSTRUCT ― ₆₃₂ ₄₇, ₈₀₄ ₉₂, ₇₄₀ 資本財・サービス
TATA STEEL LTD ₂, ₅₃₄ ₂, ₅₃₄ ₇₅, ₂₅₉ ₁₄₆, ₀₀₄ 素材
MARUTI SUZUKI INDIA LTD ₃₁₁. ₅ ₃₈₀. ₅ ₁₄₃, ₃₄₉ ₂₇₈, ₀₉₈ 一般消費財・サービス
ACC LTD ₈₈₀. ₀₆ ₅₆₄. ₀₆ ₇₇, ₂₉₀ ₁₄₉, ₉₄₃ 素材
TATA POWER CO LTD ₈, ₄₅₈. ₀₁ ― ― ― 公益事業
OBEROI REALTY LTD ₁, ₆₈₂. ₁₃ ₂, ₅₁₇. ₁₃ ₇₁, ₄₆₁ ₁₃₈, ₆₃₄ 金融
DLF LTD ₉₃₅ ― ― ― 金融
ASIAN PAINTS LTD ₂, ₂₂₁. ₀₂ ₂, ₂₁₁. ₀₂ ₁₅₄, ₄₅₀ ₂₉₉, ₆₃₄ 素材
HINDUSTAN PETROLEUM CORP ― ₁, ₃₅₅ ₉₃, ₈₅₄ ₁₈₂, ₀₇₆ エネルギー
STATE BANK OF INDIA ₁₂, ₈₆₆ ₁₆, ₆₈₇ ₄₁₇, ₅₉₂ ₈₁₀, ₁₂₈ 金融
TATA COMMUNICATIONS LTD ― ₁, ₅₇₂. ₀₈ ₆₄, ₈₄₀ ₁₂₅, ₇₉₀ 電気通信サービス
NTPC LTD ₆, ₆₈₂. ₆ ― ― ― 公益事業
POWER FINANCE CORPORATION ₁, ₀₈₇ ₁, ₀₈₇ ₂₈, ₄₃₀ ₅₅, ₁₅₅ 金融
UNITED SPIRITS LTD ₃₂₄ ₂₆₄ ₉₄, ₉₂₁ ₁₈₄, ₁₄₇ 生活必需品
POWER GRID CORP OF INDIA LTD ₆, ₆₆₁. ₅₂ ₆, ₈₀₀. ₅₂ ₉₆, ₀₂₃ ₁₈₆, ₂₈₅ 公益事業
VOLTAS LTD ₅, ₉₂₁ ₅, ₇₉₃ ₁₉₁, ₅₇₄ ₃₇₁, ₆₅₄ 資本財・サービス
CESC LTD ― ₁, ₇₉₁. ₄₂ ₉₄, ₆₂₂ ₁₈₃, ₅₆₈ 公益事業
TITAN CO LTD ₁, ₉₁₁. ₂₂ ₁, ₁₀₄. ₂₂ ₃₈, ₀₁₂ ₇₃, ₇₄₄ 一般消費財・サービス
BHARAT PETROLEUM CORP LTD ₁, ₃₈₉. ₅₈ ₁, ₄₆₆. ₅₈ ₁₂₂, ₂₃₉ ₂₃₇, ₁₄₄ エネルギー
IDEA CELLULAR LTD ₃, ₂₇₈ ₅, ₃₅₉ ₉₄, ₀₇₇ ₁₈₂, ₅₀₉ 電気通信サービス
NATIONAL ALUMINIUM CO LTD ― ₉, ₃₈₁ ₃₈, ₆₄₉ ₇₄, ₉₈₀ 素材
PUNJAB NATIONAL BANK ₉₄₈. ₆₆ ― ― ― 金融
EXIDE INDUSTRIES LTD ― ₅, ₇₈₁ ₈₃, ₆₂₂ ₁₆₂, ₂₂₇ 一般消費財・サービス
MARICO LTD ₃, ₀₁₉. ₃₂ ₃, ₀₁₉. ₃₂ ₁₂₅, ₇₆₉ ₂₄₃, ₉₉₃ 生活必需品
CANARA BANK ₁, ₄₀₈ ₂, ₃₂₆ ₆₈, ₁₇₅ ₁₃₂, ₂₅₉ 金融
CROMPTON GREAVES LTD ₂, ₃₈₃ ― ― ― 資本財・サービス
IRB INFRASTRUCTURE DEVELOPER ₂, ₇₇₀ ― ― ― 資本財・サービス
ADANI PORTS AND SPECIAL ECON ₄, ₉₈₄. ₅₆ ₆, ₃₃₂. ₅₆ ₁₉₆, ₃₄₁ ₃₈₀, ₉₀₁ 資本財・サービス
UNION BANK OF INDIA ₂, ₅₉₄ ₅, ₈₁₇ ₈₃, ₆₄₈ ₁₆₂, ₂₇₈ 金融
OIL INDIA LTD ₁, ₆₃₇. ₀₇ ― ― ― エネルギー
ALLAHABAD BANK ₄, ₆₁₄ ₈, ₉₂₅ ₈₀, ₃₂₅ ₁₅₅, ₈₃₀ 金融
ALSTOM INDIA LTD ― ₁, ₂₂₆. ₈₆ ₈₈, ₀₆₄ ₁₇₀, ₈₄₄ 資本財・サービス
AUROBINDO PHARMA LTD ₁, ₁₆₀ ₆₀₇ ₇₇, ₅₀₁ ₁₅₀, ₃₅₃ ヘルスケア
LUPIN LTD ₆₇₆ ₂₆₅ ₄₅, ₃₆₄ ₈₈, ₀₀₆ ヘルスケア
MOTHERSON SUMI SYSTEMS LTD ₆, ₇₆₂. ₃₉ ₅, ₄₃₅. ₃₉ ₂₆₁, ₂₅₂ ₅₀₆, ₈₂₈ 一般消費財・サービス
ORIENTAL BANK OF COMMERCE ₁, ₈₇₈ ₄, ₂₁₄ ₇₂, ₁₀₁ ₁₃₉, ₈₇₆ 金融
SHRIRAM TRANSPORT FINANCE ₁, ₇₂₂ ₁, ₆₃₂ ₁₃₄, ₀₂₈ ₂₆₀, ₀₁₄ 金融
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銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

百株 百株 千インド・ルピー 千円 
TECH MAHINDRA LTD ₂₁₀ ₈₄₀ ₄₆, ₅₄₀ ₉₀, ₂₈₇ 情報技術
AIA ENGINEERING LTD ₁, ₀₁₆ ― ― ― 資本財・サービス
SOBHA LTD ₁, ₂₄₁ ― ― ― 金融
EMAMI LTD ― ₃₇₆. ₇₉ ₃₉, ₂₁₆ ₇₆, ₀₇₉ 生活必需品
TORRENT PHARMACEUTICALS LTD ₁, ₀₂₂. ₀₁ ₁, ₀₂₂. ₀₁ ₁₃₀, ₇₀₉ ₂₅₃, ₅₇₇ ヘルスケア
RURAL ELECTRIFICATION CORP ₁, ₃₆₅. ₅₃ ₁, ₃₆₅. ₅₃ ₃₇, ₁₉₇ ₇₂, ₁₆₂ 金融
COX AND KINGS LTD ₁, ₇₇₅. ₈₃ ₁, ₇₇₅. ₈₃ ₄₆, ₆₄₂ ₉₀, ₄₈₅ 一般消費財・サービス
SADBHAV ENGINEERING LTD ₁, ₀₁₆. ₂₃ ₃, ₇₁₀. ₇₇ ₁₀₃, ₆₆₀ ₂₀₁, ₁₀₁ 資本財・サービス
ATUL LTD ₁₄₀. ₅₈ ― ― ― 素材
COAL INDIA LTD ₂, ₁₀₀ ₂, ₁₀₀ ₈₂, ₈₀₃ ₁₆₀, ₆₃₇ エネルギー
TREE HOUSE EDUCATION AND ACC ― ₁, ₈₀₀ ₆₉, ₈₇₆ ₁₃₅, ₅₅₉ 一般消費財・サービス
BAJAJ CORP LTD ― ₂, ₅₉₆. ₆₅ ₁₀₅, ₂₆₈ ₂₀₄, ₂₂₀ 生活必需品
NATCO PHARMA LTD ― ₅₄₀. ₀₈ ₁₀₉, ₀₇₁ ₂₁₁, ₅₉₉ ヘルスケア
KARUR VYSYA BANK LTD ₁, ₄₅₉. ₁₁ ₁, ₇₁₈. ₇₅ ₇₇, ₂₈₃ ₁₄₉, ₉₃₀ 金融
PRESTIGE ESTATES PROJECTS ₂, ₂₁₅. ₁₄ ₂, ₁₅₆. ₄₂ ₅₄, ₆₉₇ ₁₀₆, ₁₁₃ 金融
BAJAJ ELECTRICALS LTD ― ₂, ₁₉₃. ₁₆ ₆₄, ₅₈₈ ₁₂₅, ₃₀₁ 一般消費財・サービス
BHARTI INFRATEL LTD ₈₅₅ ₁, ₄₀₈ ₆₄, ₀₇₁ ₁₂₄, ₂₉₇ 電気通信サービス
NMDC LTD ₂, ₈₇₁. ₄₇ ― ― ― 素材
MINDTREE LTD ₄₄₇ ₃₆₃ ₄₇, ₇₉₀ ₉₂, ₇₁₄ 情報技術
SREI INFRASTRUCTURE FINANCE ― ₅, ₂₈₇ ₁₇, ₃₁₄ ₃₃, ₅₉₀ 金融
VA TECH WABAG LTD ₆₃₁. ₀₈ ₈₃₀. ₉₂ ₅₈, ₁₁₄ ₁₁₂, ₇₄₂ 公益事業
STRIDES ARCOLAB LTD ― ₇₅₉. ₀₄ ₈₅, ₀₂₀ ₁₆₄, ₉₃₈ ヘルスケア
GAIL INDIA LTD ― ₁, ₁₀₅ ₄₃, ₈₇₉ ₈₅, ₁₂₆ 公益事業
HINDALCO INDUSTRIES LTD ₉, ₆₀₅ ₉, ₆₀₅ ₁₀₉, ₇₈₅ ₂₁₂, ₉₈₃ 素材
INFOSYS LTD ₁₉₈ ― ― ― 情報技術
LARSEN & TOUBRO LTD ₂, ₅₅₆ ₂, ₅₃₄ ₄₂₂, ₇₇₂ ₈₂₀, ₁₇₈ 資本財・サービス
TATA MOTORS LTD ₅, ₇₉₆ ₇, ₃₂₉. ₇₇ ₃₁₂, ₅₀₄ ₆₀₆, ₂₅₉ 一般消費財・サービス
RELIANCE COMMUNICATIONS LTD ― ₆, ₄₃₈ ₃₇, ₈₈₇ ₇₃, ₅₀₂ 電気通信サービス
HOUSING DEVELOPMENT FINANCE ₇, ₅₄₃ ₇, ₀₀₈ ₈₅₁, ₁₅₆ ₁, ₆₅₁, ₂₄₃ 金融
RELIANCE INDUSTRIES LTD ₆₄₉ ₂, ₄₁₇ ₂₁₇, ₉₅₂ ₄₂₂, ₈₂₈ エネルギー
OIL & NATURAL GAS CORP LTD ₅, ₃₃₆ ₄, ₅₅₄ ₁₃₈, ₄₁₈ ₂₆₈, ₅₃₂ エネルギー
ITC LTD ₁₆, ₁₂₁ ₁₀, ₈₂₂ ₃₂₃, ₀₃₆ ₆₂₆, ₆₉₁ 生活必需品
MAHINDRA & MAHINDRA LTD ₁, ₄₈₄ ₂, ₆₆₂ ₃₂₄, ₈₄₃ ₆₃₀, ₁₉₇ 一般消費財・サービス
HERO MOTOCORP LTD ₆₇₄. ₅₁ ₄₀₃. ₅₁ ₁₀₁, ₁₂₁ ₁₉₆, ₁₇₅ 一般消費財・サービス
BHARTI AIRTEL LTD ₄, ₀₈₃ ₄, ₀₁₉ ₁₆₆, ₂₄₅ ₃₂₂, ₅₁₇ 電気通信サービス
SUN PHARMACEUTICAL INDUS ― ₇₆₇. ₆ ₆₄, ₃₀₁ ₁₂₄, ₇₄₅ ヘルスケア
DABUR INDIA LTD ₃, ₉₈₁. ₀₃ ₁, ₈₈₄. ₁₅ ₄₈, ₂₉₀ ₉₃, ₆₈₄ 生活必需品
HCL TECHNOLOGIES LTD ₂₄₄ ― ― ― 情報技術
RANBAXY LABORATORIES LTD ₁, ₉₂₇ ― ― ― ヘルスケア
VEDANTA LTD ₈, ₈₂₆ ₇, ₄₇₅ ₁₃₅, ₅₅₉ ₂₆₂, ₉₈₄ 素材

インド ・ ルピー通貨計
株 　 数、 金 　 額 ₁₈₁, ₀₈₉. ₁₆ ₂₂₈, ₀₃₀. ₈₄ ₇, ₉₆₁, ₆₇₅ ₁₅, ₄₄₅, ₆₅₀ 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₆₀ 銘柄 ₆₇ 銘柄 ＜₈₄. ₂％＞

フ ァ ン ド 合 計
株 　 数、 金 　 額 ₁₉₀, ₇₁₅. ₀₉ ₂₃₆, ₇₅₇. ₆ ― ₁₇, ₁₈₀, ₃₅₄ 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₆₂ 銘柄 ₆₉ 銘柄 ＜₉₃. ₆％＞ 
（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・インド株アクティブ・マザーファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株         式 ₁₇, ₁₈₀, ₃₅₄ ₉₂. ₅ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁, ₃₉₁, ₃₉₈ ₇. ₅ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₈, ₅₇₁, ₇₅₃ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₆ 月₁₆日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₃. ₄₄円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₉₄円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₁₈, ₁₉₈, ₀₈₇千円）の投資信託財産総額
（₁₈, ₅₇₁, ₇₅₃千円）に対する比率は、₉₈. ₀% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 ₁₈, ₅7₁, 7₅₃, ₁94円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₁, ₁₆₃, ₁₇₅, ₀₁₅  
株 式（評価額） ₁₇, ₁₈₀, ₃₅₄, ₂₇₅  
未 収 入 金 ₁₉, ₅₇₀, ₆₆₈  
未 収 配 当 金 ₅₇, ₆₂₅, ₉₃₈  
差 入 委 託 証 拠 金 ₁₅₁, ₀₂₇, ₂₉₈  

（Ｂ）負 債 ₂₂₅, ₅₀9, ₆₁₃  
未 払 金 ₂₂₅, ₅₀₉, ₆₁₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₁₈, ₃4₆, ₂4₃, ₅₈₁  
元 本 ₂₂, ₅₈₉, ₃₆₅, ₈₀₅  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₄, ₂₄₃, ₁₂₂, ₂₂₄  

（Ｄ）受益権総口数 ₂₂, ₅₈9, ₃₆₅, ₈₀₅口
₁ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） ₈, ₁₂₂円

＊ 期首における元本額は₂₁, ₂₅₀, ₃₄₆, ₄₈₂円、当期中における追加設定元本額は
₂, ₄₁₆, ₃₂₃, ₀₀₇円、同解約元本額は₁, ₀₇₇, ₃₀₃, ₆₈₄円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・ダイナミック・インド株ファンド（FOFs 用）（適格機関投資家専用）
₃₃, ₀₉₈, ₅₇₂円、ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド₂₂, ₅₅₆, ₂₆₇, ₂₃₃円で
す。

＊ 当期末の計算口数当りの純資産額は₈, ₁₂₂円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₄, ₂₄₃, ₁₂₂, ₂₂₄円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年₁₂月₁₇日　至₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 9₈, ₅9₅, ₈₃₂円

受 取 配 当 金 ₉₈, ₄₈₄, ₂₆₁
受 取 利 息 ₁₁₁, ₅₇₁

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 9₁, ₁77, ₈₅4
売 買 益 ₁, ₇₁₇, ₆₈₃, ₈₇₇
売 買 損 △ ₁, ₈₀₈, ₈₆₁, ₇₃₁

（Ｃ）先物取引等損益 △ ₅7, ₆₈₆, ₅₃₆
取 引 益 ₂₇, ₁₀₁, ₈₆₉
取 引 損 △ ₈₄, ₇₈₈, ₄₀₅

（Ｄ）そ の 他 費 用 △ 7, ₈₃₀, 74₀
（Ｅ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △ ₅₈, ₀99, ₂9₈
（Ｆ）前期繰越損益金 △ 4, ₀₀₁, ₂₂₃, ₆₀₃
（Ｇ）解約差損益金 ₁₅9, 4₈₃, ₆₈4
（Ｈ）追加信託差損益金 △ ₃4₃, ₂₈₃, ₀₀7
（Ｉ）合　　　　　計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） △ 4, ₂4₃, ₁₂₂, ₂₂4

次期繰越損益金（Ｉ） △ 4, ₂4₃, ₁₂₂, ₂₂4
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（₂）先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘　　　柄　　　別 当　　　期　　　末
買　建　額 売　建　額

外
国 SGX CNX NIFTY ETS（シンガポール）

百万円 百万円 

622 ― 
（注 ₁ ） 外貨建の評価額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値を投資信

託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。
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